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東京湾においてシャコは小型底曳網漁業の最重要漁獲対象種である。1980 年代には漁獲

量は高水準であったが，近年には漁獲量は極めて低い水準に落ち込み，漁業経営に大きな

打撃を与えている。本研究では，生物学的特性および漁獲量と環境要因の関係を調査する

ことにより，シャコの資源量変動に関与する要因を明らかにすることを目的とした。 
１．東京湾における底生魚介類群集の長期変動と環境変動 
 1977 年から 1995 年にかけて東京湾において行われた底曳網漁獲調査の結果より，主要

種の漁獲量および魚種組成の違いから，調査期間は第 1 期（1977 – 1983 年），第 2 期（1984 
– 1988 年），そして第 3 期（1989 – 1995 年）の 3 期に区分された。主要種の漁獲量は第 1
期から第 2 期にかけて増加したが，第 3 期には急激に低下した。シャコの漁獲量変動は他

の主要種と同調していた。また、降水量，溶存酸素，塩分および溶存態無機リンの経年変

動が，底生魚介類群集の漁獲量経年変動と同調していることから、1980 年代末におけるシ

ャコおよびその他の主要種の漁獲量の急減は，環境変化に同調した生態系の変化に起因す

るものであることが示唆された。 
２．資源量水準の変化にともなうシャコの再生産構造の変化 

1980 年代のシャコ浮遊期幼生の平均年間豊度は 0．80 であったが，1991 年以降には 0．
30 へと急減し、資源量水準の低下にともなって，幼生の年間豊度も減少した。また、資源

量高水準期には 7 月に出現盛期があり，一方，資源量低水準期には 7 月以前には幼生豊度

は低かった。2002 年において、小型個体では 8 月に産卵盛期となるのに対し，大型個体で

は 5 月と 8 月の 2 回の産卵盛期があった。これは 1980 年代と同様であり、資源量水準の違

いによって個体の産卵特性自体には変化はないことがわかった。以上より，1990 年代以降

においては，産卵資源量の中で春に産卵を行う大型個体が相対的に少なくなったことが主

要因となり，7 月以前の幼生豊度が減少していることが示された。 
３．リポフスチンを年齢形質とした野生個体群の年齢推定 
 漁獲対象サイズである体長 11 cm に到達する年齢を明らかにするため，加齢とともに脳

の神経細胞に蓄積する蛍光性色素リポフスチンを年齢形質とした年齢推定を行った。リポ

フスチン密度ヒストグラムからは 4 つの明瞭な正規分布が識別された。各モードの体長組

成より判断して，モードは年齢群に対応すると考えられる。リポフスチン解析から識別さ

れた年齢群を体長ヒストグラムに適用した結果，漁獲対象となる体長 11 cm 以上において

は 3 歳の個体の比率が高いことが示された。主として 3 歳の個体が漁獲対象として加入し

ていると推定された。 
４．資源量低水準期における加入量と環境要因の関係 
公表されている環境因子データを用いて加入量との相関解析を実施したところ，ある年

の加入量と 3 年前の冬季における底層水温，および浮遊期幼生の出現時期に東京湾に流入
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する河川流量との間に有意な負の相関関係が検出された。東京湾においてシャコは主とし

て 3 歳で加入することより，この結果は，生活史初期における環境状態により年級群強度

が決定され，その時点で 3 年後の加入量の水準も決定されることを示唆し、資源量低水準

期の中において河川流量を指標とした短期的な漁況予測が可能であることがわかった。 
５。浮遊期幼生の塩分耐性 
自然水域下で河川流量の増加にともなう塩分低下が浮遊期幼生の大量減耗を引き起こす

か，という点に関し検討を行った。飼育下で産卵・孵化させ，5 日齢および 17 日齢の幼生

の塩分耐性を調査した。浮遊期初期段階において，急激に 15 psu 以下の低塩分水に遭遇し

た場合には，生残率は大きく低下するものと考えられる。しかしながら，シャコ幼生の主

分布域である東京湾南部水域では，河川水が大量に流入した場合でも， 15 psu までは低下

しない。よって，東京湾では塩分低下が直接的にシャコ幼生の大量減耗を引き起こし加入

量を規定することはないと判断された。 
 
1980 年代末から 1990 年代初頭にかけて生じた資源量水準の大幅な低下は，湾内の環境

変化にともなう生態系の変化に同調したものであることが示され、いわゆるレジームシフ

トのような広域にわたる長周期的な環境状態の変化に起因するものであることが示唆され

る。すなわち，近年の資源量低水準期から脱却するためには，中長期的時間スケールにお

ける環境状態の好転を待たねばならないと考えられる。資源量低水準期において限られた

資源を持続的に利用していくためにより適切な漁獲管理を実施することが不可欠である。  
 
以上、本論文は、東京湾のシャコ資源の変動要因を明らかにし、漁獲管理のための漁況

予測が可能であることを示したもので、学術上、応用上寄与するところが少なくない。よ

って、審査員一同は本論文が博士（農学）の学位論文として価値あるものと認めた。 
 


